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近世の能登と總持寺祖院

〈
秋
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
報
告
〉

近
世
の
能
登
と
總
持
寺
祖
院

本
年
は
、
大
本
山
總
持
寺
祖
院
開
創
七
〇
〇
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。
總
持
寺
祖
院
に
お
い
て
は
、
様
々
な
法

要
・
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
、
残
念
な
が
ら
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
本

研
究
所
に
お
い
て
は
、
開
創
七
〇
〇
年
に
関
連
し
た
事
業
・
研
究
会
が
開
催
で
き
な
い
か
検
討
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
總
持
寺
祖
院

を
取
り
巻
く
様
々
な
歴
史
的
問
題
、
所
蔵
史
料
の
歴
史
的
価
値
な
ど
に
つ
い
て
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
秋
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

一
〇
月
三
〇
日
、
研
究
会
当
日
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
当
研
究
所
と
石
川
県
在
住
の
研
究
者
を
結
び
、
ま
た
聴
講
者
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
参
加
す
る
形
式
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

主
要
テ
ー
マ
は
、﹁
近
世
の
能
登
と
總
持
寺
祖
院
﹂
と
し
、
三
名
の
研
究
者
に
関
連
す
る
発
表
を
お
願
い
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
名
・
所

属
と
論
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

田
中　

洋
平
︵
淑
徳
大
学
人
文
学
部
歴
史
学
科
准
教
授
︶

 

﹁
總
持
寺
祖
院
文
書
を
利
用
し
た
地
域
史
研
究
の
一
例
﹂

袖
吉　

正
樹
︵
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
資
料
館
︶

 

﹁
総
持
寺
を
支
え
た
門
前
の
諸
職
人
﹂
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石
田
文
一
︵
石
川
県
立
図
書
館
史
料
編
さ
ん
室
︶

 

﹁
総
持
寺
と
加
賀
藩
の
関
係
﹂

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
か
ら
頂
い
た
発
表
要
旨
を
発
表
順
に
従
っ
て
掲
載
す
る
。　

田
中 

洋
平
先
生
﹁
總
持
寺
祖
院
文
書
を
利
用
し
た
地
域
史
研
究
の
一
例
﹂

本
報
告
で
は
、
石
川
県
輪
島
市
の
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
能
登
祖
院
文
書
︵
以
下
總
持
寺
祖
院
史
料
︶
を
活
用
し
た
研
究
の
一
例
と
し
て
、

幕
末
維
新
期
の
蝦
夷
地
に
お
け
る
曹
洞
宗
寺
院
の
展
開
過
程
を
分
析
し
た
。

本
報
告
の
研
究
対
象
で
あ
る
蝦
夷
地
で
は
、
他
地
域
に
比
し
て
相
対
的
に
近
世
文
書
の
残
存
が
少
な
く
、
文
字
史
料
に
よ
る
分
析
が
進

ん
で
こ
な
か
っ
た
。
總
持
寺
祖
院
史
料
に
は
、
こ
の
地
に
お
け
る
曹
洞
宗
寺
院
の
展
開
過
程
に
関
し
て
、
そ
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
史
料
を
含
ん
で
い
る
。 

具
体
的
な
史
料
の
分
析
か
ら
は
、
同
宗
の
蝦
夷
地
に
お
け
る
寺
院
展
開
は
、
近
世
中
期
ま
で
に
一
定
程
度
進
ん
で
お
り
、
一
旦
は
止
揚

の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
幕
末
期
に
江
戸
幕
府
が
諸
外
国
と
の
和
親
条
約
・
通
商
条
約
を
締
結
し
た
こ

と
に
よ
り
、
箱
館
を
中
心
と
す
る
地
域
で
開
発
が
進
ん
だ
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
そ
れ
ま
で
出
稼
ぎ
の
場
所
と
さ
れ
て
い
た
蝦
夷
地
に
人
々

の
定
住
が
進
行
し
、
曹
洞
宗
寺
院
も
同
地
に
数
多
く
建
立
さ
れ
て
い
っ
た
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。 

ま
た
、
寺
格
の
面
に
注
目
す
る
と
、
近
世
中
期
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
は
、
そ
の
大
半
が
規
定
上
、
葬
送
儀
礼
や
寺
請
を
執
行
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
僧
侶
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
﹁
平
僧
地
﹂
寺
院
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
幕
末
維
新
期
に
は
、
そ
う
し
た
寺
院
に
加
え
、
葬
送
儀

礼
や
寺
請
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
僧
侶
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
﹁
法
地
﹂
寺
院
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。 

以
上
の
分
析
か
ら
も
例
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
總
持
寺
祖
院
史
料
は
、
同
寺
が
永
平
寺
と
並
ん
で
曹
洞
宗
教
団
に
お
け
る
本
山
で
あ
っ
た
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こ
と
か
ら
、
石
川
県
域
の
み
な
ら
ず
、
全
国
各
地
の
地
域
史
研
究
を
推
進
し
得
る
史
料
を
所
蔵
し
て
い
る
。
今
後
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

曹
洞
宗
教
団
史
の
解
明
と
と
も
に
、
全
国
各
地
の
地
域
史
研
究
の
分
析
素
材
を
提
供
し
得
る
も
の
と
考
え
る

袖
吉
正
樹
先
生
﹁
惣
持
寺
を
支
え
た
門
前
の
諸
職
商
売
人
﹂　　
　

門
前
村
は
、
惣
持
寺
の
門
前
に
形
成
さ
れ
た
集
落
で
、
寺
口
・
寺
町
と
も
称
さ
れ
た
。
近
世
を
通
じ
て
無
高
村
で
あ
り
、
村
御
印
は
発

給
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
門
前
村
は
田
地
も
無
く
、
田
畠
を
耕
作
す
る
百
姓
も
居
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
居
住
す
る
者
は
、
何
ら
か
の

形
で
惣
持
寺
に
関
与
し
て
い
た
住
人
か
ら
な
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
表
具
屋
・
蠟
燭
屋
・
豆
腐
屋
・
日
用
な
ど
、
惣
持
寺
の
多
種
多
様
な

御
用
を
勤
め
る
こ
と
を
生
業
と
し
て
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
江
戸
中
期
に
な
る
と
、
そ
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
門
前
村
の
支
配
方
に
対
し
、
十
村
な
ど
が
関
与
す
る
動
き
も
見
ら
れ

た
。本

発
表
は
、
惣
持
寺
と
惣
持
寺
の
門
前
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
門
前
に
居
住
し
て
い
た
諸
職
商
売
人
を
は
じ
め
、
近
隣
村
と
の
具
体

的
な
関
わ
り
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
惣
持
寺
と
門
前
は
互
い
を
支
え
合
う
関
係
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
関
係
に
関
与
す
る
動
き
も
あ
り
、
そ

れ
に
つ
い
て
も
見
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

石
田
文
一
先
生
「
總
持
寺
と
加
賀
藩
の
関
係
」

『
石
川
縣
史 

第
参
篇
』（
石
川
県
、
1
9
2
9
年･

改
訂
版
1
9
4
0
年
）
以
後
、
加
賀
藩
と
總
持
寺
の
関
係
に
つ
い
て
の
言
及
は
必
ず
し
も

多
く
は
な
い
。『
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
能
登
祖
院
古
文
書
目
録
』（
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会
、
2
0
0
5
年
）
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
總
持
寺

祖
院
文
書
の
閲
覧
・
活
用
に
途
が
拓
か
れ
、
今
後
の
研
究
進
展
が
期
待
で
き
る
。

總
持
寺
祖
院
文
書
に
加
賀
藩
関
係
の
多
く
の
未
刊
史
料
が
見
出
さ
れ
、
四
代
藩
主
前
田
光
高
以
後
歴
代
藩
主
発
給
の
書
状
も
65
点
が
確
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認
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
未
刊
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
報
告
で
い
く
ば
く
か
の
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
綱
紀
書
状
一
通
、

吉
徳
書
状
二
通
、
宗
辰
書
状
一
通
、
重
熈
書
状
一
通
、
重
教
書
状
五
通
、
治
脩
書
状
四
通
の
発
給
年
代
の
推
定
が
で
き
た
。
こ
の
他
、
光

高
書
状
は
充
所
が｢

如
意
庵｣

等
總
持
寺
五
院
が
明
記
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
綱
紀
以
後
は｢

總
持
寺
五
院｣

と
い
う
充
所
に
変
わ
っ

た
。
ま
た
料
紙
様
式
も
綱
紀
ま
で
は
折
紙
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
吉
徳
以
後
は
切
紙
に
変
わ
る
こ
と
な
ど
、
時
期
が
降
る
に
し
た
が
い
薄

礼
化
の
傾
向
が
窺
え
た
が
、
こ
れ
は
藩
主
と
總
持
寺
間
の
往
来
が｢

帰
国
の
祝
詞｣

の
恒
例
化
に
と
も
な
う
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る

だ
ろ
う
。
今
回
は
斉
広
・
斉
泰
ら
の
書
状
ま
で
検
討
は
及
ば
な
か
っ
た
が
、
次
の
追
究
の
機
会
を
期
し
た
い
。

總
持
寺
祖
院
文
書
は
、
藩
主
発
給
文
書
の
ほ
か
藩
年
寄
や
実
務
担
当
者
ら
と
の
や
り
取
り
を
示
す
文
書
が
多
く
遺
存
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
今
後
『
總
持
寺
祖
院
文
書
』（
仮
称
）
の
編
纂
・
刊
行
を
待
ち
、
さ
ら
な
る
研
究
の
進
展
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
当
日
は
通
信
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も
あ
り
今
後
に
課
題
を
残
し
た
面
も
あ
っ
た
が
、
石
川
県
か
ら
の
多
く
の
聴
講
者
が
参
加

す
る
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
形
式
の
研
究
会
の
可
能
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

本
研
究
所
に
お
い
て
は
、
今
後
も
祖
院
調
査
を
継
続
し
て
行
い
、
そ
の
史
料
の
整
理
・
公
開
の
準
備
を
進
め
る
と
共
に
、
そ
の
有
用
性

を
広
く
伝
え
て
行
き
た
い
と
計
画
し
て
い
る
。


